
●フロアーシートの巻き取り以外の使用はしないでください。
●乱暴な取扱いや不適切な設置はしないでください。故障や破損の原因になります。
●本体が水平に保てる場所でお使いください。凹凸の多い場所や傾斜のある場所では、
　フロアーシートの巻き取り不良や本体のゆがみの原因になります。
●製品の組み立て、使用時には手指をはさんだり、ケガをしないようにご注意ください。
●本体にもたれかかったり、腰掛けたりしないでください。
　製品が倒れてケガをする恐れがあります。
●使用中にボルトの緩みやフレームのガタつきが生じた場合はただちに使用を中止し各部分のボルト
　を締め直すなどのメンテナンスを行ってください。
●使わない時は必ずハンドルをシートバーから外して保管してください。
　保管の際にハンドルが外れ落下すると床に傷をつける恐れがあります。
　
　

この度は、「体育館シート巻取機」をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。
使用前にこの説明書をお読みになり、正しくお使いくださいますようにお願いいたします。
お読みになった後も、本書を大切に保管してください。

製品を安全にお使いいただくために次の項目を必ずお守りください。取扱説明書 体育館シート巻取機 MR-171-420-0

組立方法

六角レンチ

組立作業は2人で行ってください。また床や製品に傷が付かないように毛布やダンボールなどを敷いてから行ってください。

左・右フレームに補強バーを取り付けます。（前後２箇所）
左・右フレームの上部にあるローラーを
内側に向け、細プレート、ボルト（大）、ワッシャー、ナットを
六角レンチとスパナを使用し、軽く締めて取り付けてください。

軸に❶スペーサー、❷ガイド、❸ローラーバーの順番でセットしたものを
右フレームに太プレート、ボルト（小）、ワッシャー、ナットで六角レンチとスパナを
使用し、軽く締めて取り付けてください。

最後に全てのボルトを六角レンチとスパナを使ってしっかり
締めつけ、本体にガタつきやボルトの締め忘れが無いかを
確認にし、問題がなければ完成です。

フロアーシートを巻き取る際は付属の
シートバーを図の様に置いてください。

シートバーの両端にあるリング部分を
うけ部分の外側に置いてください。

両端のリングをシートうけの内側に
置かないよう注意してください。

右フレームに軸を取り付けます。（前後２箇所）

取り付けた全てのボルトを強く締めれば完成です。

ガイド❷

ローラーバー❸

スペーサー❶

※ローラーバーが差し込めなくなるので先に右フレームに軸を取り付けないでください。
※ボルトは決して締めすぎないように注意してください。

※ボルトの締め忘れがないよう
　しっかり確認してください。
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部品内容

軸×4　

六角レンチ×1

スパナ×1スペーサー×4　ガイド×4 細プレート×4 太プレート×4

シートバー×1

ご注意

左フレーム×1 右フレーム×1 補強バー×2　ローラーバー×2　
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左フレームに軸を取り付けます。（前後２箇所）
左フレームに軸を太プレート、ボルト（小）、
ワッシャー、ナットを六角レンチとスパナを使用し、
軽く締めて取り付けてください。 

六角レンチ スパナ
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軸にローラバーを取り付けます。（前後２箇所）
取り付けた軸に❶スペーサー、❷ガイド、❸ローラーバーの
順番で差し込んでください。

軸

スペーサー❶
ガイド❷

ローラーバー❸

※ボルトは決して締めすぎないように注意してください。 ※ボルトは決して締めすぎないように注意して
　ください。

シートバーをセットする。

シートバー
リング

リング
リング

うけ部分

ハンドル×1

ワッシャー×16ナット×16ボルト（小）×8 ボルト（大）×8
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フロアーシートの巻き取り方は裏面をご覧ください。

材質：スチールに粉体塗装　規格色：ライトグレー
サイズ：本体：約W1724×D706×H916㎜、シートバー：約全長1940㎜、パイプ径：φ25.4（ハンドル含まず）
キャスター直径100㎜　重量：本体：約17kg、シートバー（1本）：約2kg、ハンドル：約0.5kg

品質表示

※フロアーシートは別売です。別途お買い求めください。 



●体育館シート巻取機本体にガタつきやボルトの緩み、キャスターの破損などの異常が無いか必ず確認してください。
●1.00㎜厚のフロアーシートには対応していません。予め使用しているフロアーシートの厚さをご確認ください。
●シートバーに取り付けたハンドルは必ずシートバーから外して保管してください。ハンドルが外れ落下すると床に傷をつける恐れがあります。

下記①～⑮の手順にしたがって巻き取り作業を行ってください。

使用上の注意

本体を前後に動かし、シートの巻き具合を調整します。
この時、シートの端は常に赤いラインを越えないようにして
ください。

赤いラインを目印にすることでシートのかたよりを調整し
ながらきれいに巻き取れます。

赤いライン●⑭ ●⑮

約2ｍ約2ｍ

フロアーシートの端を持ち約2ｍぐらい前方に折り返します。

上面図

●③

付属のハンドルを取り付けます。

●⑪
ハンドル

ハンドル側のキャスターのみロックを解除して巻き取りを初
めてください。

●⑫
ハンドル側のキャスターのみ
ロックを解除をしてください。

ローラーバーの端にある赤いラインに重なる範囲を目安に
巻き取ります。

赤いライン

●⑬

体育館シート巻取機の組立方法は裏面をご覧ください。

シートのセット方法は、
本体にも表示しています。
セット方法を確認しながら作業が行えます。
また記載のQRコードを使えば、動画でも
ご覧いただけます。

フロアーシートの巻き取り方

スマートフォンでも
シートのセット方法
が動画でご覧いただ
けます。

QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

お問い合わせは

最初にフロアーシートを上下に大きく動かして床とフロアー
シートの間に空気を入れます。

フロアーシートは静電気を帯て
床と密着しています。これを解消
することでフロアーシートが巻き
取りやすくなります。

●①

フロアーシートの端を持ち三角形に折ります。
この様に折ることでシートが持ちやすくなります。

上面図

●②

フロアーシートに巻取機を近づけ、キャスターをロックします。
（前側２箇所）

●④

キャスターをロックして
巻取機を固定します。

フロアーシートの端を持ち「1」のローラーバーの上に通します。
※フレームには順番を示したシールが貼られています。

●⑤
シート通し番号

1

「2」のローラーバーの下をくぐらせてから矢印の方向に
フロアーシートを折り返します。

●⑥ シート通し番号

2

フロアーシートをシートバーに掛けてシートの端を合わせ、
垂直に重なるように折り返します。

●⑦

シートの端を合わ
せてください。

改めてシートバーに巻き付けます。この状態でシートをいったん手前に巻き戻します。

●⑨●⑧

できるだけシートが
たわまない様に強く
巻き付けてください。

シートバーとシートの
端が揃うまで巻き戻し
てください。

シートがピンと張るまで巻き取ります。

●⑩
シートがたわまない
様にしてください。
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